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十一．クレジットカード会社と提携し、メンバーズカードを発行する方法

　　メンバーズカードを発行する方法として、「クレジットカード会社」様との「提携」という方法もあります。

　いわゆる「提携カード」、「ハウスカード」というものです。

大手のお会社様やお店などで、利用されています。

この場合には、単なる「メンバーズカード」ではなく、当然ですが、「クレジットカード」機能を備えています。

●「メンバーズカード」は、「クレジットカード会社」様にて、発行されます。

　この為、「メンバーズカード」を運用するお会社様、お店では、カード発行の負担が不要となります。

　ただし、「クレジットカード会社」にも魅力のある「会員数」が確保できることが前提となりますので、どこのお会社

様でも、ご利用できるものではありません。

●「クレジッドカード機能」は「決済手段」です。

ご利用された履歴（ご利用日、金額など）は、別途、情報提供を受けることができるものの、「決済」以外の情報は、

含まれません。

また、「現金決済」や、他社のクレジットカード等をご利用になる場合には、ご利用履歴に、含まれません。

※お会社様、お店のメリットとしては、「クレジットカード」の利用により、債権回収が早くなること、与信管理が

不要になることなどがあります。

特に扱いの商品やサービスが高額であれば、大きなメリットとなります。

　

●「提携カードによりメンバーズカードを発行すること」と、「顧客データの管理ができること」と同じではありません。

「ご利用金額」以外に情報が必要な場合には、自社に合った「個別のシステム」が必要となります。

※どんな商品が売れているのか？　どんなサービス好評なのか？といった商品に関するデータ

※来店回数や、直近ご来店日などのお客様についての情報など

など、お会社ごとに必要な情報は、さまざまなものがあります。

必要な情報を、必要な時に利用する為には、やはり、自社でシステムを用意する必要があります。

《提携カードの利用について》

　「提携カード」は、「決済機能」が付加されてはいますが、基本的には「自社でのメンバーズカード発行」の部分を

「クレジットカード会社が代行してくれた」という理解をされると良いでしょう。

　●クレジッドカード会社が自社にとって、必要なデータの管理や提供をしてくれるものではありません。
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